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◇
７
月
16
日
〜
８
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
火
）▽
フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
ハ
ラ
ウ
フ
ラ・ハ
ク・レ
イ
」か
ら
の
車
椅
子
贈

呈（
本
庁
舎
）

17
日（
水
）▽
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
交
付
式
・
感
謝
状
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
合
川
地

区
自
治
会
長
会
協
議
会（
合
川
庁
舎
）

19
日（
金
）▽
東
光
グ
ル
ー
プ
創
業
80
周
年
記
念
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

秋
北
）

20
日（
土
）▽
北
林
貞
男
氏
叙
勲
受
章
祝
賀
会（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）

22
日（
月
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
▽
同
組
合
議
会
７
月

定
例
会
▽
同
全
員
協
議
会（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

23
日（
火
）▽
秋
田
北
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
北
大
会
優
勝・全
国
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）

▽
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
正
副
広
域
連
合
長
会
議（
市
町
村
会
館
）

24
日（
水
）▽
森
吉
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
秋
田
県
大
会
優
勝
・
全
国
大
会

出
場
報
告（
本
庁
舎
）▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
退
任
あ
い
さ
つ（
本
庁
舎
）

25
日（
木
）▽
高
速
道
路
の
早
期
全
線
開
通
等
に
係
る
県
、市
町
村
及
び
商
工
団
体
等

の
協
働
要
望（
官
邸
、国
土
交
通
省
、財
務
省
等
）

26
日（
金
）▽
第
５
回
米
代
川
減
災
対
策
協
議
会（
能
代
河
川
国
道
事
務
所
）

27
日（
土
）▽
く
ま
く
ま
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
５
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー（
同
所
）▽
太
田

兵
一
氏「
瑞
宝
単
光
章
」受
章
記
念
祝
賀
会（
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）▽
佐

藤
重
芳
氏「
旭
日
中
綬
章
」受
章
記
念
祝
賀
会（
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

29
日（
月
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
北
秋
田

市
民
集
会（
文
化
会
館
）

30
日（
火
）▽
小
学
生
相
撲
県
大
会
入
賞
・
全
国
東
北
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）▽
北

秋
田
市
誘
致
企
業
首
都
圏
懇
談
会（
ル
ポ
ー
ル
麹
町
）

31
日（
水
）▽
秋
田
県
北
部
各
期
成
同
盟
会
夏
期
合
同
要
望（
Ａ
Ｎ
Ａ
、財
務
省
、国
土

交
通
省
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー in T

O
K
Y
O
 2019

（
ホ
テ
ル
椿

山
荘
）

２
日（
金
）▽
元
消
防
団
分
団
長
堀
部
隆
一
氏
高
齢
者
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
秋
田

県
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会（
イ
ヤ
タ
カ
）

４
日（
日
）▽
第
66
回
秋
田
県
学
校
保
健
研
究
大
会
大
館
北
秋
田
大
会（
文
化
会
館
）

５
日（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会
定
例
会（
森
吉
庁
舎
）

６
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

７
日（
水
）▽
林
野
公
共
事
業
に
係
る
要
望
活
動（
林
野
庁
、衆
参
議
院
議
員
会
館
）

９
日（
金
）▽
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式（
文
化
会
館
）▽
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北
秋
田

郡
市
戦
没
者
遺
族
地
方
大
会（
文
化
会
館
）▽
米
代
川
北
秋
田
市
合
同
船
上

巡
視（
綴
子
地
内
〜
今
泉
地
内
）

15
日（
木
）▽
北
秋
田
市
成
人
式（
文
化
会
館
）▽
第
63
回
北
秋
田
市
民
盆
踊
り
大
会（
コ

ム
コ
ム
）

の
提
出
ま
で
に
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
必

要
が
あ
る
も
の
の
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値

が
認
め
ら
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
推

薦
内
容
の
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
ま
た
推

薦
後
の
審
査
・
評
価
を
推
薦
内
容
の
見
直

し
に
反
映
さ
せ
る
余
地
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
市

民
に
向
け
た
報
告
会
が
行
わ
れ
、
世
界
文

化
遺
産
推
薦
候
補
の
決
定
を
祝
い
ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
佐
藤
善
壽
代
表
か
ら
は
「
推
薦
候
補
に

選
ば
れ
、
世
界
的
に
素
晴
ら
し
い
遺
跡
だ

と
証
明
さ
れ
た
。
次
の
世
代
に
こ
の
尊
い

財
産
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
な
ど
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
公
務
出
張
中
の
津

谷
市
長
か
ら
は
「
今
後
も
遺
跡
を
広
く
知

ら
し
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
そ
の

価
値
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努

め
て
い
き
、
一
日
で
も
早
い
世
界
文
化
遺

産
へ
の
登
録
を
目
指
し
ま
す
」
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
縄
文
館
中

嶋
俊
彦
館
長
の
音
頭
で
、
お
祝
い
に
集

ま
っ
た
市
民
や
関
係
者
ら
と
万
歳
三
唱
を

し
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
関
係
自
治
体
は
2
0
2
1
年
の
世
界
文

化
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
、
今
後
現
地

調
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

伊
勢
堂
岱
遺
跡
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

　
　
　
世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
に
決
定

　
北
秋
田
市
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
、

7
月
30
日（
火
）に
世
界
文
化
遺
産
推
薦
候

補
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
は
、

４
つ
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
主
体
と
す

る
本
市
の
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
や
大
規
模

集
落
跡
の
「
三
内
丸
山
遺
跡
（
青
森
県
）」

な
ど
17
遺
跡
で
構
成
さ
れ
、
狩
猟
や
採
集

な
ど
を
基
盤
と
し
た
先
史
時
代
の
文
化
を

知
る
遺
跡
群
と
し
て
世
界
的
な
価
値
が
あ

る
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
審
議
会
で
は
今
回
の
選
定
理
由
と

し
て
「
当
該
物
件
に
つ
い
て
は
、
推
薦
書▲みなさんで推薦候補決定を万歳で祝う

　地元で福祉の仕事がした

くて入社しました。先輩職

員に指導していただきなが

ら、利用者さんの生活の助

けとなれるよう勉強してい

ます。これからも知識と経

験を積み、やりがいを持っ

て取り組んでいきたいです。

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.３８ＮＯ.３８

ＡＡＢホットサイドフォーラム

★
　　何をしている会社？

　障害者支援施設７か所、救護施設１か所、老人

福祉施設５か所、グループホーム５か所、保育園２

か所、公益事業３か所を運営しており、利用されて

いる1,000人ほどの障害者、高齢者の日常生活への

援助、日中活動支援等を行っています。

　　会社のアピールポイントは？

　施設が集中している大野台地域は、豊かな自然に

囲まれ利用者の皆さまが健康で明るく生きる喜びを

もって生活し、身近な地域で自立した生活ができる

ことを目指しています。私たちは「施設の主役は利

用者の皆さまであり、職員はその援助者です」を基

本とし自立した日常生活ができるようサービスを提

供しています。

社会福祉法人　秋田県民生協会

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市上杉字金沢
　　　　　　162‐1
◆主な事業　社会福祉施設等の運営
◆従業員数　627人
◆電話番号　0186‐84‐8655

福田真菜さん（23）

食事支援生活支援
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　皆さま、こんにちは!

８月の猛暑が過ぎて、

少しは涼しく感じませ

んか？ちょうど一か月

さかのぼる７月末に秋

田朝日放送が開催した

「ホットサイドフォー

ラム」に出演させてい

ただきました。「海外

から見た秋田」などをテーマにパネルディス

カッションを行いました。

　県内の諸企業の代表を前に、私から見た北秋

田のよさを伝えさせていただきました。例えば、

誰でも気軽に参加できる葛黒火まつりかまくら

について話してきました。雪の積もった田んぼ

に木を立たせる作業から「ごんごろ～！」を叫

ぶところまで、みんなと一緒に長い伝統を引き

継いでいる感じは自分の故郷ではなかなか味わ

えないことです。

　もう一つの私から見た北秋田のよいところと

いえば、雪です。私は、雪の降らない場所に住

めない人間です。生まれてからずっと、冬が当

たり前のように真っ白くなるところにしか住ん

でいませんので、雪が降ってくれないと寂しく

なってきてしまいます。もちろん、スキーも大

好きなので、スキー場の近くに住むのがよいと

いうことを紹介してきました。

若手社員
の声

若手社員
の声


